
 

教室名：紙屋っ子子ども教室 
        

      連絡先：小林市教育委員会 社会教育課 

      電 話：０９８４－２２－７９１２ 

ＦＡＸ：０９８４－２３－９７００ 

                                              
１ 実施状況 
 
主な活動場所 

 
小林市紙屋地区公民館 

 
対 象 学 校 小林市立紙屋小学校 

 
開設時間・ 
年回数等 

 

毎週水・金曜日 年（約75日） 
午後3時～6時 

 
対 象 学 年 
平均参加人数 
 

1年～3年 
7名 

【放課後子ども教室の取組】 
七夕まつり（7月）、自然散策（10月）、正月遊び（1月）、誕生会（各子どもの生まれ月） 
縄とび、一輪車、サッカー、ミニﾊﾞﾚｰ、バドミントン、ドッジボール、トランプ（通年） 

○コーディネーター（1）人  ○教育活動推進員（1）人  ○教育活動サポーター（０）人 

 
２ 特色のある取組の紹介 
 
① 「地域の豊かな自然の中で、異学年と交流し、勉強・遊びを楽しむ」 

 
 
 

 

○ 活動内容 

 （平日の活動） 
・宿題、家庭学習をする。 
・室内遊び(縄とび、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙ、ﾐﾆﾊﾞﾚｰ、ﾄﾗﾝﾌﾟ、ｶﾙﾀ、折り紙、お絵かき他) 
・校庭での遊び（遊具、一輪車、竹馬、野球ごっこ、サッカー、鬼ゴム、かくれんぼ他） 
・公民館の庭掃除、花の世話（春） 

○ 事業を実施して（参加者等の声） 
・子どもが週2回の教室をとても楽しみにしている。（保護者） 
・宿題をすませて帰るのでとても助かる。（保護者） 
・異年齢でいろいろな遊びができるので楽しい。（児童） 

【一輪車】 

② 「異学年との交流を通じて生活面、遊び面での成長ができる」 
 

 

 

 

 

○ 活動内容 

 （平日の活動） 
  ・誕生会、七夕、散歩、クリスマス会 

         

 

○ 事業を実施して（参加者等の声）             【七夕まつり】 
・兄弟が少ないので異年齢の子と遊んでもらったり、遊んであげたりできてよろこんでい 
る。（保護者） 

・上学年のお絵描きや一輪車、縄とびを模倣して頑張ったり、教えてもらったりできるので
うれしい。（児童） 

・一人一人が成長していく姿を見ながらかかわれるので楽しい。（推進員） 
 

 

 

【ここがイチオシ・教室自慢！】 
・小学校に隣接している良さを生かして、校庭での遊びやスポーツが可能 
・活動推進員のきめ細やかなサポートで、長縄跳びや一輪車がぐんぐん上達 

【ここがイチオシ・教室自慢！】 
・下学年の面倒をみて、上学年としての自覚が芽生えたり、上学年への尊敬の
気持ちが育ったりする。 


